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本年度の修学旅行は、生徒が発案したスローガン「大仏もにっこり！やるシ

カない！！」のもと、考動（頭で GO）・健行（正しく GO）・協創（みんなで GO）

を合言葉に、１１月４日（火）～６日(木)の三日間、京都・奈良・大阪の三都市

で多くの学びを深めることができました。 

  初日のユニバーサル・スタジオ・ジャパンでは、友達と笑顔を交わしながら互

いを思いやり、元気いっぱいに楽しむ姿が見られました。みんなの目はキラキラ               

と輝き、お気に入りのグッズを身にまとって写真を撮ったり、友達と盛り上がったりするなど、どこを見ても楽

しそうな様子があふれていました。ところで、あの高価なかぶり物
・ ・ ・ ・

は今どうしているのでしょうね……（笑）。 

  二日目の京都では、金閣寺の美しさに触れるとともに、京都市内班別タクシ

ー研修を通して、計画力・判断力・チームワークをしっかりと発揮する場面が多

くあったようです。 

  三日目の奈良公園・東大寺では、荘厳な大仏を前に静かに心を向ける姿

があり、また、現地のガイドさんの話を真剣に聞く姿勢にも大変感心しました。 

  全行程を通して、２年生の皆さんは本当に爽やかで、礼儀正しく丁寧な姿勢

を貫き、「修学旅行をみんなで成功させよう」という思いやりにあふれていました。責任感の強い生徒も多

く、約束を守りながら仲間をそっと気遣う姿は、とても温かく、頼もしさを感じました。 

２年生の皆さん、素晴らしい修学旅行をつくってくれてありがとう。今回の学びと経験を、これからの学校

生活に存分に生かして欲しいと思います。  （夏のオーストラリアホームステイに続き、今回も「校長先生、

一緒に写真撮りましょう！」とは一度も言われませんでした。諦めます…涙） 
 
←京都の伏見稲荷大社にある石で、願いごとが叶うかどうかを占う石として有名です。願

いを思いながら石を持ち上げて、 

・思ったより軽ければ → 願いが叶いやすい  

・思ったより重ければ → まだ努力が必要といわれています。 

軽々と持ち上げている様子から、きっと願いが叶うことでしょう。いったいどんな願いを込

めたのでしょうか・・・。 

 

 

 
１１月５日（水）３年生、６日（木）１年生、１９日（水）２年生、芦屋町の歴史と伝統文化に親しむ学びの 
一環として、全学年で呈茶体験を行いました。１年生は職員の方に教わりながら自分でお茶をたて、２年生
は互いにお茶をたて合い、３年生は作法を学びながら職員の方がたてたお茶をいただくなど、学年ごとに
役割を変えながら茶道の心に触れました。今回の体験を通して、子どもたちは芦屋町の文化への理解とと
もに、ふるさとへの愛着をさらに深めることができました。 
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《 文責 ：石松 誠 》 

２年生修学旅行「大仏もにっこり！やるシカない！！」 

【ユニバーサル・スタジオ・ジャパン】 

【伏見稲荷大社】 

 

呈茶体験 ～芦屋が育んだ文化に親しむ特別なひととき～ 



【園で１０年ぶりに生まれた小象】  

 

 
１１月２１日（木）、NPO法人「子どもとメディア」から是石先生をお招きし、情
報モラルに関する講演会を実施しました。 

  ネットや SNSに潜む危険性、真偽不明の情報への向き合い方、心身への影
響、「知らない人とは絶対に会わないこと」、そして困ったり悩んだりしたときには
早めに SOSを出すことなどについて、具体的にお話いただきました。また、「みん
なやっているから大丈夫」という考え方こそが最も危険であり、SNSの使い方次

第では誰もが加害者にも被害者にもなり得るということを教わりました。 
 こうした講話を通して、子どもたちはインターネットとの向き合い方を改めて考えることができ、大変意義深
い時間となりました。 

 
 
 
全国納税組合連合および国税庁が主催する「中学生の税の作文」において、３年生の鈴木莉央

さんが 芦屋町町長賞を受賞し、町長室にて表彰されました。 
 鈴木さんの作文は内容・構成ともに大変すばらしく、様々な方からも高い評価をいただいた作
品です。皆さんにもぜひ読んでほしいと思いましたので、ここに紹介いたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追記…先日、ある講演会でとても印象的なお話を聞きましたので、紹介したいと思います。講師は、九州自然動物公園アフリ

カンサファリの園長さんでした。 

ある日、園内で子どもが「たくさんの種類（７０種約１４００頭）の動物がいますが、それぞれと触れ合うコツは何ですか？」

と質問しました。 すると、園長さんはこう答えたそうです。 

「自分がしてほしいことを動物にしてあげること…動物は言葉を話しませんが、やさしく接すれば安心し、乱暴に 扱えば怖

がります。これは、人との関わりでも同じことです。」“相手の立場に立つこと”“思いやりをもつこと”の大切さを改めて感じました。子どもたちに

も、日々の学校生活の中で「自分ならどうしてほしいか」を考えながら、周りの人に接してほしいと思いました。 

 １日 月 あいさつ運動 １7日 水 保護者会（全学年） 
２日 火 読み聞かせ（１年生）                イブスタ             １8日 木 イブスタ 
３日 水 放課後塾 １9日 金 イブスタ 
４日 木 イブスタ   20日 土  
５日 金 人権学習  LGBTQ講演会（３年生）  イブスタ  21日 日  
６日 土  22日 月  
７日 日 吹奏楽部アンサンブルコンテスト 23日 火 イブスタ 
８日 月  24日 水 ２学期終業式 
９日 火 読み聞かせ（２年生）                イブスタ 25日 木 リーダー研修 
１０日 水 保護者会（３年生）  放課後塾 26日 金  
１１日 木 保護者会（全学年） 27日 土 
１２日 金 保護者会（全学年） 28日 日 
１３日 土 芦屋町人権まつり ２９日 月 
１４日 日 三代目露の五郎襲名披露公演 In芦屋町    ３０日 火 
１５日 月 あいさつ運動 芸術鑑賞（落語） 保護者会（全学年） ３１日 水 
１６日 火 保護者会（全学年） 読み聞かせ（３年生）    
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友
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追
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８
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追
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し
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知
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改
め
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は
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納
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が
あ
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も
に
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き
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あ
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あ
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あ
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私
は
今
後
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を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
税
金

を
払
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
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に
と
っ
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税
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は
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の
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投
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。 

税
金
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対
し
て
の
イ
メ
ー
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明
る
く
す
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に
は
、や
は
り
納

め
る
立
場
で
あ
る
私
た
ち
が
関
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を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ
か

ら
の
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、希
望
に
満
ち
た
未
来
を
共
に
創
っ

て
い
く
た
め
に
、税
へ
の
知
識
を
深
め
、税
を
通
じ
て
未
来
を
創
る
こ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

情報モラル講演会 ～スマホに振り回されない自分になる～ 

中学生『税の作文』芦屋町町長賞受賞 ～未来を照らす価値ある先行投資～ 

１２月の主な行事 

翌日１５日に、芦屋中でお話を 
していただくことになっています。 

芸名：露の五郎（つゆの ごろ
う） 

本名：植山 真吾（うえやま し
んご） 
生年月日：昭和３０年 4 月 13

日 
出身地：福岡県遠賀郡芦屋町 

（ 芦 屋 中 出

身） 

 

 


